
 １）　本製品は、高排水システム専用のドレンです。 １）　高排水ドレンの取り付け位置を決めます。 ※ 梱包に付属の仕切り板にある「ガイド」を切り取り、円弧に
２）　Ａ寸法※(下穴径:１４１ｍｍ)のケガキ線を描きます。 　　沿ってケガクことで下穴径を描くことができます。
３）　ケガキ線に沿って、ホルソーやハサミ等で穴を開けます。

４-ａ）　穴の周囲と高排水ドレン本体のツバ面に「エスロコ ４-ｂ）　高排水ドレンのキャップ・本体の指定位置へ「エスロンとい用
　　　　　 　イル用シリコーンシーラント」を、切れ目がないよう 　　　　  　 接着剤NO.４１」を、切れ目がないようひも状にしっかり
　　 　 　　 ひも状に しっかり充てんします。  　    　　　塗布してください。
５-ａ）　充てんした穴にキャップを差し込み本体を持ち上げ ５-ｂ）　穴にキャップを差し込み本体を持ち上げながらキャップに
　　　 　　　ながらキャップにネジ込みます。 　　 　 ネジ込みます。

 ２）　本製品の軒といには、エスロコイルまたは超芯を
  　　　 ご使用ください。

 ３）　接続する継手には、高排水エルボや４５°
 　　　　エルボ、ソケット、Sソケットをご使用ください。

１）　高排水ドレン本体と継手水上側に接着剤を塗布します。
 　     接着剤は「塩ビ管用接着剤NO.７３」をご使用ください。
２）　高排水ドレン本体の奥まで継手を挿入してください。
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1  製品説明 2  軒といへの穴あけ／高排水ドレンの取り付け

3  継手の取り付け

「エスロンとい用接着剤Ｎｏ.４１」を塗布

塗布

高排水ドレンＶＰＴ１００ 施工説明書

・ 軒といを挟み込み、本体をキャップに⼗分締め付けてください。締め付けが弱いと水漏れの原因となります。

高排水エルボ
DVML100-90°

高排水ドレン
VPT100

・ 接着剤は、両方の部材の指定範囲
に全面塗布してください。

ソケット
DVDS100

・ 専用部品を使用しない場合、高排水
システム本来の排水能⼒が得られず
従来の排水能⼒となります。

※詳しくは裏面の「大型高排水システム
施工時の注意事項」をご覧ください。

エルボ
DV45-L100-45°

「エスロコイル用シリコーンシーラント」を充てん

充てん

品番 ︓ ＧＦ３１

3ｍ
ｍ

5ｍｍ
塗布量の目安

エスロコイル 超芯

エスロコイル 超芯

Ｓソケット
VUS100

・ ハサミ等で叩いて穴を開けないでください。
表面が折れ美観を損なうとともに水漏れ
の原因となります。

「Ａ寸法用ガイド」
Ａ

本体

キャップ【部品構成】

（継手接続）

「塩ビ管用接着剤NO.７３」
塗布する



　　　１）専用部材
専用部材を必ずご使用ください。専用部材を使用しない場合、⾼排⽔システム本来の排⽔能⼒が得られず従来の排⽔能⼒となります。
１．落し⼝には⾼排⽔ドレンをご使⽤ください。
２．⾼排⽔100及び⾼排⽔125はVP管にのみ対応したシステムです。
３．振り施工で使⽤するエルボは⾼排⽔エルボ・45°エルボまたはVUSソケットをご使⽤ください。
４．伸縮処理には⾼排⽔伸縮ソケットをご使⽤ください。（使⽤する伸縮処理部材等で建設会社様・設計会社様の仕様書がある場合は、その仕様をご確認ください。）

（表1）サイズ別システム構成

⾼排⽔
ドレン

⾼排⽔
エルボ

⾼排⽔
伸縮ソケット

45°
エルボ ソケット VUSソケット VU管 VP管 超芯 加工とい

（コイル）

VUT75 DVML
75-90°

VU・VP75
※1

DV45-
L75-45° DVDS75 VUS75 VUC75 VPC75 V/P300

V/P500 エスロコイル

VPT100 DVML
100-90°

VP100
※1

DV45-
L100-45° DVDS100 VUS100 ー VPC100 V/P500 エスロコイル

※2

VPT125 DVML
125-90°

VP125
※1

DV45-
L125-45° DVDS125 ー ー VPC125 ー エスロコイル

※3
※1　万⼀のオーバーフローを考慮し、庇下などでの伸縮処理は差込ソケットをご使⽤ください。（差込ソケットは4m毎に1箇所設けて下さい）
※2　⾼排⽔VP100は、⾼排⽔ドレンの寸法制約上、エスロコイルの幅を200mm以上で施工してください。
※3　⾼排⽔VP125は、⾼排⽔ドレンの寸法制約上、エスロコイルの幅を250mm以上で施工してください。

　　　２）施工条件
大型⾼排⽔システムの施工条件に従って施工してください。従わない場合、⾼排⽔システム本来の排⽔能⼒が得られず従来の排⽔能⼒となります。
（表2）大型⾼排⽔システムの施工条件

1m以内 3m以上 8mに
1箇所 200A以上

1m以内 8m以上※5 8mに
1箇所 250A以上

1m以内 8m以上 8mに
1箇所 300A以上

※4　地中マスは降⾬強度と竪とい1本あたりの受け持ち屋根⾯積による排⽔量に応じて、マスサイズ・埋設横管サイズを設定してください。
※5　⾼排⽔VP100を超芯V/P500と組み合わせて施工する場合に限り、竪とい⾼さは3m以上で施工が可能です。
その他部材の施工時の注意事項については、各部材の施工手順書に従って施工してください。
          ①本管側は⾼排⽔とし、枝管側は従来排⽔としてください。②本管と枝管の排⽔流量の合計は設計流量を最大値としてください。③枝管の流量は本管の流量を超えない値
          としてください。合流部の配管仕様には所定のルールがあります。必ずカタログ等記載の施工条件に従って施工してください。

合流可能⾼さ　8m以上

合流部 最大離隔距離 埋設横管※4

⾼排⽔VU・VP75 合流可能⾼さ　3m以上 　　　①落し⼝-⽌り
　　　　︓15m以内
　　　②落し⼝-落し⼝
　　　　︓30m以内

SHASE-S 206
給排⽔設備基準　準拠⾼排⽔VP100 合流可能⾼さ　8m以上※5

⾼排⽔VP125

⾼排⽔VP100

⾼排⽔VP125

大型⾼排⽔
システム

呼びとい
⻑さ

竪とい
⾼さ

伸縮ソケット
基準

大型⾼排⽔
システム

専⽤部材 継手 竪とい 軒とい

⾼排⽔VU・VP75

大型⾼排⽔システム施工時の注意事項


